
                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

来月１２日 守山文化小劇場で

区
内
の
自
然
に
親
し
も
う

「ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」来
年
３
月
�
開
催
中

上
映
会
や
講
座
�
参
加
者
を
募
集

子
ど
も
の
問
題
を
考
え
る
会
名
古
屋

来月２２日

                     

　
守
山
警
察
署
管
内
で
は
五

月
、
車
上
ね
ら
い
被
害
が
多

発
し
ま
し
た
。
被
害
の
大
半

は
窓
ガ
ラ
ス
を
割
ら
れ
て
車

内
を
物
色
さ
れ
、
カ
ー
ナ
ビ

や
現
金
、
か
ば
ん
、
財
布
、

腕
時
計
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
な

ど
が
盗
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

は
、
短
時
間
で
あ
っ
て
も
車

内
に
か
ば
ん
や
財
布
と
い
っ

た
荷
物
を
置
か
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
か

ば
ん
が
置
い
て
あ
る
状
況
を

犯
人
が
見
れ
ば
、
中
に
財
布

が
入
っ
て
い
る
か
も
…
と
考

え
る
の
は
当
然
で
す
。

　
外
出
先
で
車
を
離
れ
る
と

き
は
も
ち
ろ
ん
、
自
宅
車
庫

に
駐
車
し
て
お
く
と
き
も
常

に
自
分
の
車
が
狙
わ
れ
て
い

る
と
い
う
危
機
感
を
持
っ
て

防
犯
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
【
被
害
防
止
ポ
イ
ン
ト
】

▽
車
内
に
は
絶
対
に
荷
物
を

置
か
な
い
▽
車
の
窓
ガ
ラ
ス

が
割
ら
れ
た
と
き
に
音
が
出

る
警
報
装
置
を
取
り
付
け
る

▽
駐
車
場
に
防
犯
カ
メ
ラ
、

セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
、
フ
ェ
ン

ス
な
ど
を
設
置
し
、
犯
人
が

車
に
近
づ
き
に
く
い
環
境
を

つ
く
る
。

　
応
募
い
た
だ
い
た
際
の
個

人
情
報
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
掲

載
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
送
付
の
目

的
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
中
日
新
聞
販
売
店
が
お
届

け
し
ま
す
。

　
本
コ
ー
ナ
ー
（
応
募
時
で
二
歳

未
満
の
お
子
さ
ん
対
象
）
で
は
受

け
付
け
順
に
全
て
の
方
を
紹
介

し
、
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ
ー
ル

で
。
本
人
一
人
で
写
っ
て
い
る
写

真
（
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
）
の

ほ
か
①
住
所
②
氏
名
・
ふ
り
が
な

③
性
別
④
生
年
月
日
⑤
保
護
者
名

⑥
メ
ッ
セ
ー
ジ
⑦
電
話
番
号
⑧
お

近
く
の
中
日
新
聞
販
売
店
名
を
書

き
添
え
て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０

７
、
松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー

ム
ニ
ュ
ー
ス
「
元
気
く
ん
・
ち
ゃ

ん
」
係
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
メ
ー
ル
は
、
件
名
に
「
元
気
く

ん
・
ち
ゃ
ん
」
、
本
文
に
①
か
ら

⑧
、
写
真
デ
ー
タ
を
添
付
し
て
＝

ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
＠
ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ

ｅ．ｊ
ｐ
（
携
帯
の
絵
文
字
は
使
用

不
可
で
す
）＝
へ
。画
質
に
よ
っ
て

は
掲
載
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　
大
村
　
壱
冴
く
ん
（
お

お
む
ら
・
い
っ
さ
）
Ｈ
�

・
５
・
�
生
ま
れ
＝
鳥
神

町
＝

　
▽
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
笑

顔
の
壱
冴
。
毎
日
、
癒
や

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
西
　
俊
祐
く
ん
（
や

ま
に
し
・
し
ゅ
ん
す
け
）

Ｈ
�
・
�
・
３
生
ま
れ
＝

小
幡
中
１

　
▽
お
姉
ち
ゃ
ん
・
お
兄

ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
、
伸
び

伸
び
と
大
き
く
な
っ
て
ね

�

スタンプラリーのチ
ラシ兼スタンプ用紙

同じ主催者による以前の講演会

優勝の瀬古学区チーム

　
区
の
豊
か
な
自
然
に
親
し
も

う
―
。
守
山
自
然
ふ
れ
あ
い
ス

ク
ー
ル
実
行
委
員
会
（
事
務
局

・
区
役
所
地
域
力
推
進
室
）
は

「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
来
年

三
月
ま
で
開
催
中
。
多
数
の
参

加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
同
ス
ク
ー
ル
は
、
区
内
さ
ま

ざ
ま
な
場
所
で
活
動
を
行
っ
て

い
る
自
然
環
境
保
全
団
体
が
集

ま
り
構
成
。
ま
た
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
は
、
各
団
体
が
催
す
観
察

会
な
ど
へ
参
加
す
る
と
ス
タ
ン

プ
が
も
ら
え
、
五
個
（
た
だ

し
、
二
団
体
以
上
の
催
し
で
）

集
め
た
人
に
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
マ
メ
タ
ン
」
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
タ
オ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
と
い
う
も
の
。

　
主
催
団
体
や
対
象
の
イ
ベ
ン

ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
は
じ
め
、

詳
細
が
分
か
る
チ
ラ
シ
兼
ス
タ

ン
プ
用
紙
は
区
役
所
で
配
布
し

て
い
る
ほ
か
、
区
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
＝
ｈｔｔ
ｐ：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ．
ｃｉｔ
ｙ．

ｎ
ａ
ｇ
ｏ
ｙ
ａ．ｊ
ｐ
／
ｍ
ｏ
ｒｉ
ｙ
ａ
ｍ
ａ

／
＝
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
。

　
記
念
品
の
引
き
換
え
（
先
着

二
百
人
）
は
八
月
か
ら
来
年
五

月
の
間
、
随
時
受
け
付
け
。
問

い
合
わ
せ
は
守
山
自
然
ふ
れ
あ

い
ス
ク
ー
ル
実
行
委
員
会
事
務

局
＝
☎
（
７
９
６
）
４
５
２
４

＝
へ
。

　
も
り
や
ま
短
歌
会

　
　
　
　
　
　
栗
本
　
雅
子
選

新
緑
に
ま
ぎ
れ
て
淡
き
山
藤
の

花
咲
き
て
お
り
箱
根
の
森
に

　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
錞
子

柿
畑
の
中
な
る
家
に
雨
の
日
は

葉
を
打
つ
音
を
聞
き
て
過
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
池
　
い
づ
み

外
壕
に
映
れ
る
か
げ
は
角
櫓
さ

ざ
れ
小
波
に
白
壁
お
ぼ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
道
子

久
び
さ
に
温
泉
宿
に
く
つ
ろ
げ

ば
庭
の
み
ど
り
に
心
洗
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
和
枝

リ
フ
ォ
ー
ム
に
エ
ア
ー
釘
を
打

つ
音
と
蚊
取
線
香
の
臭
い
く
る

部
屋
　
　
　
　
　
纐
纈
　
妙
子

緑
陰
の
ト
ン
ネ
ル
に
な
れ
る
公

園
に
遊
ぶ
子
達
の
声
は
ひ
び
け

る
　
　
　
　
　
　
友
廣
　
和
恵

車
持
た
ね
ば
一
日
門
扉
の
音
た

て
ず
い
つ
し
か
松
の
花
散
り
か

か
る
　
　
　
　
　
栗
本
　
雅
子

　
◇
古
布
　
布
絵
展

　
�
日
（
火
）
―
７
月
５
日

（
水
）
前
９
―
後
４
・
�
、
東

谷
山
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
☎
（
７

３
６
）
３
３
４
４
。
古
い
布
切

れ
を
使
っ
た
布
絵
の
作
品
展
。

７
月
３
日
（
月
）
は
休
園
。
一

般
対
象
。
無
料

　
◇
野
の
花
め
ぐ
り
「
カ
キ
ラ

ン
・
コ
バ
ノ
ト
ン
ボ
ソ
ウ
」

　
�
日
（
水
）
前
�
―
正
午
、

森
林
公
園
＝
尾
張
旭
市
新
居
五

一
八
二
ノ
一
＝
植
物
園
内
展
示

館
前
集
合
☎
０
５
６
１
（
�
）

１
５
５
１
。
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
案
内
と
解
説
で
、
園
内

に
自
生
す
る
花
な
ど
を
観
賞
。

一
般
対
象
。
当
日
受
け
付
け
、

雨
天
決
行
。
無
料
（
た
だ
し
、

植
物
園
入
園
料
と
し
て
大
人
一

人
二
百
十
円
要
）

　
◇
み
ん
な
で
も
り
も
り
ウ
オ

ー
キ
ン
グ

　
�
日
（
木
）
前
�
―
正
午
、

上
志
段
味
公
民
館
＝
上
志
段
味

中
屋
敷
一
四
六
五
ノ
二
＝
集

合
。
※
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込

み
（
�
日
ま
で
）
は
守
山
区
社

会
福
祉
協
議
会
☎
（
７
５
８
）

２
０
１
１
へ
。
勝
手
塚
古
墳
か

ら
東
谷
山
白
鳥
古
墳
ま
で
、
古

墳
を
巡
る
約
三
・
五
㌔
の
コ
ー

ス
。
動
き
や
す
い
服
装
と
運
動

靴
で
、
帽
子
や
水
筒
、
タ
オ
ル

な
ど
を
持
参
。
小
雨
決
行
。
六

十
五
歳
以
上
の
人
対
象
。
無
料

　
◇
大
人
の
お
は
な
し
会

　
�
日
（
木
）
前
�
・
�
―
�

・
�
、
志
段
味
図
書
館
☎
（
７

３
６
）
６
９
０
７
。
朗
読
の
会

わ

れ

も

こ

う

「
吾
亦
紅
」
の
藤
内
美
也
子
さ

ん
を
招
き
、
大
人
が
楽
し
め
る

物
語
の
朗
読
会
を
。
一
般
対

象
、
当
日
先
着
三
十
人
。
無
料

　
◇
た
な
ば
た
飾
り
を
飾
ろ
う

７
月
１
日
（
土
）
―
７
日

（
金
）
前
８
・
�
―
後
５
、
守

山
児
童
館
☎
（
７
９
６
）
１
５

０
１
。
七
夕
飾
り
や
、
願
い
事

を
書
い
た
短
冊
を
同
児
童
館
内

に
飾
る
催
し
。
※
３
日
（
月
）

は
休
館
。
乳
幼
児
―
小
中
高
生

と
そ
の
保
護
者
対
象
。
無
料

　
◇
お
は
な
し
会

　
１
日
・
８
日
（
土
）
後
２
・

�
―
３
、
守
山
図
書
館
☎
（
７

９
３
）
６
２
８
８
。
紙
芝
居
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
。
幼

児
・
小
学
生
対
象
。
無
料

　
◇
七
夕
イ
ベ
ン
ト
☆
星
の
お

は
な
し
☆

　
２
日
（
日
）
前
�
―
�
・

�
、
守
山
児
童
館
☎
（
７
９

６
）
１
５
０
１
。
地
域
の
人
ら

〝
星
の
先
生
〟
が
大
き
な
ス
ク

リ
ー
ン
を
使
い
な
が
ら
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
。
小
中
学

生
対
象
。
無
料

　
◇
歯
み
が
き
指
導

　
５
日
（
水
）
前
�
・
�
―
�

・
�
、
守
山
児
童
館
☎
（
７
９

６
）
１
５
０
１
。
保
健
所
歯
科

衛
生
士
に
よ
る
歯
の
話
と
健
康

相
談
。
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

対
象
。
無
料

　
◇
お
は
な
し
と
工
作
会

　
８
日
（
土
）
後
２
―
３
、
志

段
味
図
書
館
☎
（
７
３
６
）
６

９
０
７
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

や
紙
芝
居
な
ど
と
、
工
作
「
流

れ
星
み
ー
つ
け
た
�
び
っ
く
り

ス
タ
ー
を
つ
く
ろ
う
」
を
。
幼

児
・
小
学
生
対
象
。
無
料

　
「
孤
立
防
止
講
演
会
～
今
日

か
ら
で
き
る
お
た
が
い
さ
ま
の

第
一
歩
～
」
が
、
七
月
十
二
日

（
水
）
に
守
山
文
化
小
劇
場
＝

小
幡
南
一
＝
で
催
さ
れ
る
。
一

般
対
象
、
参
加
無
料
。

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

す
る
な
ど
「
区
地
域
包
括
ケ
ア

推
進
会
議
」
ほ
か
が
主
催
。
孤

立
し
な
い
・
さ
せ
な
い
こ
と
へ

の
理
解
を
深
め
、
地
域
で
の
見

守
り
も
進
め
る
の
が
狙
い
。

　
同
催
し
は
二
部
構
成
。
第
一

部
は
『
孤
独
死
の
リ
ア
ル
』
の

著
者
で
、
淑
徳
大
学
社
会
福
祉

学
科
教
授
の
結
城
康
博
さ
ん
が

「
孤
独
死
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
～

地
域
で
見
守
る
仕
組
み
づ
く
り

～
」
を
演
題
に
講
演
す
る
。

　
ま
た
第
二
部
で
は
結
城
さ
ん

ほ
か
、
見
守
り
支
援
を
し
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
が
登
壇
。

「
守
山
区
で
の
孤
立
防
止
を
考

え
よ
う
�
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

座
談
会
が
行
わ
れ
る
。

　
主
催
者
は
「
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
が
地
域
で
生
き
生
き
と

生
活
で
き
る
よ
う
、
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
多
数
の

参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
午
後
一
時
半
―
同
三
時
半

（
同
一
時
開
場
）
。
事
前
申
し

込
み
不
要
、
定
員
四
百
人
。
手

話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り
。
問

い
合
わ
せ
は
区
東
部
い
き
い
き

支
援
セ
ン
タ
ー
＝
☎
（
７
５

８
）
２
０
１
３
＝
へ
。

　
子
ど
も
の
問
題
を
考
え
る
会

名
古
屋
（
桑
本
い
づ
み
代
表
）

は
七
月
二
十
二
日
（
土
）
、
ウ

ィ
ル
あ
い
ち
＝
東
区
上
竪
杉
町

＝
で
無
料
の
上
映
会
や
自
律
訓

練
法
講
座
ほ
か
、
子
育
て
に
悩

む
母
親
の
支
援
事
業
を
開
催
。

広
く
参
加
者
を
募
っ
て
い
る
。

　
同
会
が
、
市
民
の
自
発
的
な

社
会
貢
献
活
動
を
支
援
す
る

「
あ
い
ち
モ
リ
コ
ロ
基
金
」
助

成
金
を
受
け
て
開
く
も
の
。
三

部
構
成
で
、内
容
は
次
の
通
り
。

①
午
後
一
時
十
五
分
―
同
二

時
十
五
分
＝
発
達
障
害
の
青
年

を
描
い
た
映
画
「
ア
イ
ム
ヒ
ア

　
僕
は
こ
こ
に
い
る
」
上
映
。

②
午
後
二
時
十
五
分
―
同
三
時

＝
自
律
訓
練
法
講
座
。
③
午
後

三
時
十
五
分
―
同
四
時
半
＝
子

育
て
や
自
分
自
身
の
悩
み
な
ど

を
話
し
合
う
グ
ル
ー
プ
相
談

会
。
②
③
で
は
、
東
京
心
理
教

育
研
究
所
の
小
林
久
美
子
さ
ん

が
講
師
を
務
め
る
。

　
申
し
込
み
は
先
着
順
。
は
が

き
に
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
、
参
加
希
望
の
部
（
①
②
の

み
・
全
部
）
、
子
ど
も
の
年
齢

を
明
記
し
て
、
〒
４
４
５
―
０

０
５
６
、
西
尾
市
斉
藤
町
新
田

五
六
、
子
ど
も
の
問
題
を
考
え

る
会
名
古
屋
・
辻
さ
ん
宛
て
。

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
＝
０
５
６
３

（
�
）
５
４
３
７
＝
へ
。

　
託
児
（
一
歳
以
上
の
未
就
学

児
で
要
予
約
、
一
人
五
百
円
）

あ
り
。
問
い
合
わ
せ
は
辻
さ
ん

携
帯
＝
０
９
０
―
１
６
２
４
―

３
１
２
１
＝
へ
。

　
◇
平
成
�
年
度
守
山
区
学
区

対
抗
Ｏ
Ｂ
軟
式
野
球
大
会
（
六

月
四
日
、
小
幡
緑
地
西
園
野
球

場
）

　
瀬
古
学
区
６
（
抽
選
）
６
大

森
北
学
区
、
志
段
味
東
学
区
９

―
２
苗
代
学
区
〈
決
勝
〉
瀬
古

学
区
３
―
１
志
段
味
東
学
区

〔２〕２０１７年（平成２９年）６月２４日（土曜日）

                     

                                                                                                         

                                                                                    


